




小田原市きょう土文化館
は，小田原城の近くにあ
ります。
昔の道具やくらしのほか
にも，小田原の歴史や自
然のことも知ることがで
きます。

れき し
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　このころは，町の中に田や畑がたくさんありました。今よりも農
家が多く，食べものも着るものも自分の家で作っていました。今の
ようなきかいがなかったので，牛や馬を使って田畑をたがやしたり，
田うえなどのたいへんなさぎょうは家族や近所のひとたちなどみん
なで力を合わせておこなったりしていました。
　子どもたちは，田や川，山などで魚や虫，鳥などをとってあそん
でいました。ほかにもまりつきであそんだり，下の子の子守りをしたりもしていました。
　小田原の町には電とうがつき，馬車鉄道からかわって電気鉄道が走りました。1920
年には東海道線がのびて，小田原駅ができました。町の人たちは駅ができたおいわい
をせい大にしたそうです。駅前には，お店や旅館がたちはじめてにぎやかになりました。
パンやキャラメル，洋服などのめずらしいものも手に入るようになったそうです。
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80年から120年くらい前の
小田原のようすとくらし

80年から120年
ほど前のくらしを
調べてみましょう。
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80年
40年前から70年くらい前の
小田原のようすとくらし

40年まえから70年
くらい前のくらしを
調べてみましょう。

70年くらい前の小田原のようすとくらし

40年くらい前の小田原のようすとくらし

　せんそうが終わり，生活をよりよくしようと，当時の人たちは，
一生けん命にはたらいたんだ。
　そのおかげで，人々のくらしは豊かになってきたんだよ。
　小田原にも大きな工場がたてられるようになって，しごとのために

小田原にひっこしてくる人もふえたんだ。
　それから，昭和39年（1964年）になると，新かん線が通って，小田原にも停車す
るようになったよ。たくさんの人が小田
原に集まるようになったんだよ。
　そのころの子どもたちは，外で遊ぶこ
とが多かったなぁ。野球をしたり，メン
コやベーゴマで遊んだり，近所の子ども
たちが，みんないっしょに遊んでいたも
のだよ。
　電気せい品がくらしの中に出てきて，
カラーテレビを初めて見たときはびっく
りしたなぁ。

ゆた

　子どもの遊びにもきかいで作られたものがふえてきて，コン
ピューターゲームがはやって，むちゅうになって遊んだなぁ。昔
よりも家の中で遊ぶ
ことが多くなったか

もしれないね。
　小田原のまちでは，小田原駅の東口
がせいびされて，小田原地下街もでき
て，多くのお店やお客さんで駅のまわ
りはとてもにぎわっていたよ。







市の人たちが守り，伝えてきたもの（一例）
いち れい

地蔵尊大祭（板橋）
じ ぞうそん たい さい いたばし



市の人たちが守り，伝えてきたもの（一例）
いち れい

地蔵尊大祭（板橋）
じ ぞうそん たい さい いたばし

相模人形しばい（小竹）
さ がみ お だけ

大漁木遣歌（東町）
たい やり うたりょう き ちょうひがし



これからのまちづくり

安心してくらせるまちをつ
くるためにどんな取組が必
要か、いっしょに考えよう。

未来の小田原に向けて

“誰もが笑顔で暮らせる、愛すべきふるさと小田原”
　小田原市は、子どもからお年よりまで、だれもが安心して、笑顔で暮らし続けるこ
とのできるまちをめざしています。「大好きなふるさと小田原！」と思えるまちをつく
ります。

 
　小田原市では、だれもが安心してくらせるまちにするための目標を5つたてて、いろ
いろな取組を進めていきます。

①いのちを大切にする小田原
　市民一人ひとりが大切にされ、誰もが自分らしく生き生きとくらせるまちをめざします。
②自然環境の恵みがあふれる小田原
これからもずっと自然が豊かで、毎日の暮らしにも自然が感じられるようなまちをめ
ざします。

③未来を拓く人が育ち、地域の絆が結ばれる小田原
みんなが仲良くつながり、困ったことを助け合いながら自分たちで未来をよくしてい
ける人が育つまちをめざします。

④地域経済が好循環し、多彩な資源が花開く小田原
仕事や観光で小田原に来る人をかんげいしながら、昔からの歴史
や文化を守ります。働く人も遊びに来る人も笑顔になり、みんな
が誇りに思えるまちをめざします。

⑤安心して暮らすことができる小田原
みんなが安心して暮らせるように、まちを便利で安全にしたり、
市民の意見を大切にしながら協力して住みやすいまちをめざし
ます。
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小田原市のめざすまちのすがた

めざすまちのすがたを実現するための５つのまちづくりの目標

ひつ

よう

　小田原市は、だれもが安心してくらせるまちをめざして、すんでいる人
や、はたらいている人、学校に通っている人など、地域のみんなと市が
いっしょになってまちづくりをしています。

市役所の人の話
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〈安心してくらせるまちをつくるための取組の一部〉

小田原でとれた新鮮な野菜や魚を多く使って、

安心・安全な給食を食べられるようにしています。

しん せん

①小田原市立総合医療センター
最新の医療を提供し、地域のみんなの健康と命

を守るために作られた、とても大切な病院です。

い りょう

④食のイベント
小田原で作られた食べ物をみんなに知って・食

べてもらうためのイベントをひらいています。

食べ物にかかわる仕事をしている人たちを元気

にするために、みんなで協力しています。

②自然を守る取組
地域の身近な自然環境を守るために、市民と

いっしょになって活動を進めています。

⑤市民との意見交かん
市民が市長と直接話し合い、まちをもっと良く

するためのアイデアを一緒に考えています。

ちょくせつ

③学校給食の充実
じゅうじつ

ごう い りょうそう

まちづくりの目標にあわ
せて、いろいろな取組が
あるのね。

すべての取組が、安心して
くらせるまちをつくること
につながっているんだよ。

写真：ヒロ・フォトビルディング／石橋敏弘


